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午
前
９
時
40
分
に
開
会
。

議
長
団
に
金
光
紳
八
郎
さ

ん（
光
）、曽
我
隆
さ
ん（
防

府
）
を
選
出
し
、
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を
代

　
「
２
年
連
続
で
組
織
拡
大
達
成
。
更
な
る
拡
大
で
、

仲
間
の
健
康
と
仕
事
と
生
活
を
守
り
抜
こ
う
」。
建

設
山
口
は
第
50
回
定
期
大
会
を
６
月
28
日
、
山
口
市

の
「
ホ
テ
ル
か
め
福
」
で
開
催
。
代
議
員
１
０
９
人
、

役
員
40
人
、来
賓
16
人
な
ど
総
勢
１
９
１
人
が
参
加

し
、
１
万
２
千
人
組
織
を
目
指
す
こ
と
を
柱
に
し
た

平
成
27
年
度
運
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
役
員
改

選
で
は
、
新
執
行
委
員
長
に
吉
村
修
さ
ん（
宇
部
）

を
選
出
す
る
な
ど
、新
執
行
部
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
執
行
部
ス
タ
ー
ト

　
組
合
員
の
暮
ら
し
を
守
ろ
う

表
し
山
本
執
行
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
全
建

総
連
勝
野
書
記
長
か
ら
中

央
情
勢
報
告
が
あ
り
、「
若

者
の
建
設
業
入
職
者
が
激

減
し
て
い
る
。
こ
の
状
況

を
変
え
る
に
は
、
賃
金
・

単
価
の
引
き
上
げ
が
必
要
。

そ
の
た
め
に
、引
き
あ
が
っ

た
設
計
労
務
単
価
を
現
場

に
行
き
渡
る
よ
う
、
運
動

に
取
り
組
も
う
。
ま
た
、

組
織
拡
大
に
一
層
の
御
協

力
を
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
、来
賓
あ
い
さ

つ
で
は
、
河
村
建
夫
・
衆

議
院
議
員
、
岸
信
夫
・
衆

議
院
議
員
、
桝
屋
敬
悟
・

衆
議
院
議
員
、
地
元
国
会

議
員
の
秘
書
の
方
々
、
奥

川
正
司
・
広
島
県
建
設
労

働
組
合
執
行
委
員
長
、
木

  

大
会
諸
役
員

議
長
／
金
光
紳
八
郎

（
光
）
曽
我
隆
（
防
府
）

書
記
／
藤
井
正
樹
（
美

祢
）山
根
徹（
山
口
）佐
々

木
登
代
子
（
本
部
）

資
格
審
査
委
員
／
荒
木

泰
司
（
下
関
）
伊
藤
幸

太
郎
（
徳
山
）
亀
田
智

晴
（
豊
浦
）
村
田
保
（
長

門
）
品
川
和
也
（
萩
）

選
挙
管
理
委
員
会
／
折

口
大
介
（
阿
東
）
田
村

定
治
（
阿
武
）
松
永
裕

治（
岩
国
）長
井
悦
則（
宇

部
）
徳
光
実
（
小
野
田
）

上
田
直
樹
（
吉
南
）
江

東
育
士
（
柳
井
）
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統一と団結で諸要求実現へ

■
木
造
建
築
物
の
組

立
て
等
作
業
主
任

者
技
能
講
習

〔
日
時
〕	

９
月
28
日
㈪

　
　

	

９
月
29
日
㈫

両
日
と
も
８
時
50
分
か

ら
17
時

〔
場
所
〕
建
設
山
口
会
館

〔
〆
切
〕
９
月
11
日
㈮

〔
受
講
料
〕
５
千
円

〔
テ
キ
ス
ト
代
〕

　

１
，
３
０
０
円
（
建
設

山
口
組
合
員
は
５
０
０
円

に
な
り
ま
す
）。
詳
し
く

は
所
属
の
支
部
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
敏
彦
・
岡
山
県
建
設
労

働
組
合
執
行
委
員
長
、
岩

舘
高
志
・
中
建
国
保
常
務

理
事
、
新
谷
和
彦
・
県
議

会
議
員
、
西
嶋
裕
作
・
県

議
会
議
員
、
中
繁
尊
範
・

連
合
山
口
会
長
、中
野
威
・

山
口
県
労
働
者
福
祉
協

議
会
会
長
（
全
労
済
山
口

県
本
部
本
部
長
）
か
ら
激

励
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

　

大
会
成
立
宣
言
の
後
、

平
成
26
年
度
一
般
経
過

報
告
・
決
算
報
告
・
会
計
監

査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

午
後
か
ら
は
、
一
般
経

過
報
告
・
決
算
報
告
の
承

認
後
、
平
成
27
年
度
運
動

方
針
案
・
予
算
案
と
規
約

改
正
案
が
一
括
提
案
さ
れ
、

組
織
内
共
済
制
度
に
関
す

る
質
問
等
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
執
行
部
の
答
弁
の
後
、

大
き
な
拍
手
で
運
動
方
針

を
決
定
。

　

そ
の
後
、
個
人
表
彰
、

組
織
拡
大
支
部
へ
の
表
彰
、

特
別
表
彰
、
50
周
年
功
労

者
表
彰
、
結
成
50
周
年
記

念
大
抽
選
会
の
う
ち
の
50

　

新
し
い
執
行
体
制
が
で

き
ま
し
た
。「
最
初
に
井

戸
を
掘
っ
た
人
の
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　

先
輩
の
役
員
さ
ん
が
こ

れ
ま
で
努
力
さ
れ
、
苦
労

さ
れ
て
今
日
が
あ
り
ま

周
年
記
念
賞
の
抽
選
が
行

わ
れ
た
後
、
平
成
27
・
28

年
度
の
役
員
選
出
へ
。

　

執
行
委
員
長
、
副
執
行

委
員
長
、
会
計
に
つ
い
て

は
定
数
を
超
え
た
た
め
、

選
挙
で
吉
村
修
・
執
行
委

員
長
は
じ
め
と
す
る
新
執

行
部
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

（
氏
名
は
、
下
段
を
参
照
）。

　

新
役
員
を
代
表
し
て
吉

す
。
そ
の
こ
と
を
し
っ
か

り
腹
に
据
え
て
、
こ
れ
か

ら
の
組
合
活
動
、
運
動
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

村
執
行
委
員
長
の
決
意

表
明
。
大
会
宣
言
と
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択

し
、
最
後
に
全
連
総
連
・

勝
野
書
記
長
の
音
頭
で

ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行

い
、
参
加
者
全
員
で
今

後
の
建
設
山
口
の
更
な

る
発
展
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

　

２
年
間
、
突
っ
走
り
、

定
年
制
や
組
織
内
共
済
制

度
の
給
付
見
直
し
な
ど
、

色
々
な
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
の
運
動
方
針
に

も
色
々
な
提
案
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

立
場
は
変
わ
っ
て
も
、

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
２

年
間
と
い
う
短
い
間
で
し

た
が
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
前
執
行
委

員
長
・
山
本
克
巳
）

総勢 191 人が参加して（山口市・ホテルかめ福）

就任の
 あいさつ

執
行
委
員
長

　

吉
村　
　

修（
宇　

部
）

副
執
行
委
員
長

　

青
木　
　

保（
小
野
田
）

　

桑
原　
　

清（
下　

関
）

　

藤
田　

裕
政（
長　

門
）

書
記
長

　

小
林　

和
弘（
山　

口
）

会　

計

　

畒
狹　

茂
樹（
岩　

国
）

会
計
監
査

　

河
嶋　

健
司（
吉　

南
）

　

河
野　

雅
次（
長　

門
）

　

瀧
口　
　

治（
美　

祢
）

組
織
対
策
部

◎
来
島　

正
利（　

萩　

）

○
吉
村　

典
之（
徳　

山
）

　

小
池　

延
幸（
岩　

国
）

　

田
村　

豪
勇（
下　

関
）

　

山
田　

好
男（
吉　

南
）

社
保
対
部（
共
済
福
祉
部
）

◎
藤
井　

洋
巳（
熊
毛
南
）

○
福
田　

康
治（
小
野
田
）

　

石
村　

照
明（
長　

門
）

　

内
山　

秋
久（
山　

口
）

賃
金
対
策
部

◎
久
保
登
志
正（
徳　

山
）

○
為
栗　

正
美（
山　

口
）

　

橋
本　

信
康（
下　

松
）

　

十
河　

宏
行（
岩　

国
）

技
術
対
策
部

◎
穴
見　

泰
夫（
下　

関
）

○
岡　
　

義
智（
阿　

東
）

　

　
　
　

祐
輔（
豊　

浦
）

　

城
前　

知
弘（
宇　

部
）

教
育
宣
伝
部

◎
熊
谷　

龍
夫（
山　

口
）

○
河
村　

雅
伸（
小
野
田
）

　

籾
田　

安
保（
岩　

国
）

　

岩
川　

哲
一（
下　

関
）

税
金
対
策
部

◎
末
広　

武
夫（
宇　

部
）

○
近
崎　

秀
幸（　

光　

）

　

山
本　

勇
治（
柳　

井
）

　

中
村　

廣
昭（
防　

府
）

住
宅
対
策
部

◎
今
地
幾
太
郎（
下　

松
）

○
橋
本　

晴
夫（
宇　

部
）

　

曽
我　
　

隆（
防　

府
）

労
働
対
策
部

◎
林　
　

主
行（
美　

祢
）

○
森
中　

美
雄（
岩　

国
）

　

武
原　
　

弘（
宇　

部
）

　

山
﨑　

皓
生（
吉　

南
）

青
年
部

◎
田
中　

満
男（
岩　

国
）

◎
は
部
長
、○
は
副
部
長

退
任
の
あ
い
さ
つ

吉村新委員長

平
成
27
・
28
年
度
役
員

議
事
録
署
名
人
／
浅
田

誠
（
下
松
）
河
野
公
彦

（
熊
毛
南
）

  

個
人
表
彰

永
岡
渾
（
豊
浦
）
酒
井

保
孝
（
柳
井
）

  
支
部
表
彰

　

◆
組
織
拡
大
数

宇
部
支
部
・
岩
国
支
部
・

山
口
支
部

　

◆
組
織
拡
大
率

徳
山
支
部
・
防
府
支
部
・

下
松
支
部

 

退
任
さ
れ
た
役
員

山
本
克
巳
（
阿
東
）
肥

塚
康
孝
（
宇
部
）
縄
谷

保
雄
（
吉
南
）
徳
原
栄

治
（
徳
山
）
山
崎
浩
雄・

石
田
昭
夫
（
防
府
）
伊

倉
匠
（
山
口
）

 

50
周
年
功
労
者
表
彰

森
本
清
紀
（
阿
東
）
吉

田
敏
一
（
阿
武
）
三
分

一
和
彦
・
谷
口
勝
・
藤

原
徳
雄
（
岩
国
）
肥
塚

康
孝
・
末
広
武
夫
（
宇

部
）
坂
野
幹
治
（
小
野

田
）
上
田
政
晴
（
吉
南
）

今
地
幾
太
郎
（
下
松
）

飛
渡
寿
（
熊
毛
南
）
寺

田
訓・増
田
美
佐
子
（
下

関
）
藤
本
和
義
（
徳
山
）

中
川
芳
則
（
豊
浦
）
伊

勢
本
和
男
（
長
門
）
瀬

畑
昭
男
（
萩
）
久
光
義

秋
（
光
）
山
崎
浩
雄
（
防

府
）
猶
真
一
郎
（
美
祢
）

竹
内
政
春
（
見
島
）
堀

田
巧
・
小
林
和
弘
（
山

口
）
髙
木
勇
（
柳
井
）

岡
本
信
哉
・
佐
々
木
登

代
子
（
本
部
）

議長を務めた金光さん（左）と曽我さん
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本
校
長
、
訓
練
生
２
人
、

担
当
者
１
人
の
５
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

各
訓
練
校
の
代
表
者
に

よ
る
ミ
ニ
弁
論
大
会
、
班

　

建
設
山
口
は
６
月
に
結

成
50
周
年
を
迎
え
、
そ
の

記
念
と
し
て
行
わ
れ
た

「
50
周
年
記
念
大
抽
選
会
」

に
合
計
で
２
０
０
８
人
の

方
か
ら
御
応
募
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

５
月
26
日
の
執
行
委
員

会
で
各
支
部
組
合
賞
（
各

ま
し
た
。

　

ス
ト
ラ
イ
ク
に
は
大
き

な
歓
声
、
珍
プ
レ
ー
に
は

大
き
な
笑
い
声
が
場
内
に

響
き
渡
り
、
参
加
者
は
楽

し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

今
回
の
引
き
受
け
に
合

わ
せ
、
新
た
に
“
建
設
山

　

来
年
度
の
国
保
組
合

に
対
す
る
補
助
金
の
現

行
水
準
の
確
保
を
求
め

る
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
、

全
建
総
連
傘
下
の
組
合

が
一
斉
に
取
り
組
む
大

切
な
運
動
で
す
。

　

建
設
山
口
で
は
、２
万

８
４
７
３
枚
を
集
約
し
、

７
月
10
日
に
投
函
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ハ
ガ
キ
要
請
行

動
は
夏
と
秋
の
２
回
、

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

い
交
流
集
会
に
し
て
、
よ

り
一
層
、
中
国
地
協
青
年

部
の
結
束
を
強
め
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
基
本
組
合
役
員
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
全
建
総
連
の

松
葉
全
国
青
協
総
務
か
ら

中
央
情
勢
を
含
め
た
全
国

青
協
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
の
吉
村
執
行

委
員
長
か
ら
は
、「
素
晴

を
含
め
た
、
６
県
連
・
組

合
52
人
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
地
元
青
年
部
長

と
し
て
田
中
青
年
部
長
が

「
よ
う
こ
そ
山
口
へ
。
良

　

中
国
地
協
青
年
部
交
流

集
会
が
建
設
山
口
の
引
き

受
け
で
、
７
月
５
～
６
日

の
２
日
間
、山
口
市
の
「
ホ

テ
ル
か
め
福
」
を
会
場
に
、

四
国
の
フ
レ
ッ
セ
の
仲
間

年
９
月
に
「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
者
団
体

登
録
制
度
」
を
創
設
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は

消
費
者
保
護
の
観
点
で

創
設
さ
れ
た
も
の
の
、

後
乗
り
で
あ
る
大
手
事

業
者
が
こ
の
登
録
制
度

に
対
応
し
て
き
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
大
手
事

業
者
に
対
抗
す
る
た

め
、
全
建
総
連
は
、
各

県
連
・
組
合
の
組
合
員

を
会
員
と
す
る
「
一
般

社
団
法
人　

全
建
総
連

リ
フ
ォ
ー
ム
協
会
（
全

リ
協
）」
を
平
成
27
年

４
月
１
日
に
設
立
し
ま

し
た
。

　

全
リ
協
の
会
員
に
な

る
と
、
定
期
的
な
学
習

で
技
術
向
上
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
様
々
な
情

報
も
団
体
か
ら
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
全
リ
協
が
国
土
交

通
省
に
団
体
登
録
さ
れ

れ
ば
、「
国
が
公
認
す

る
団
体
会
員
」
と
し
て
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
し

た
営
業
活
動
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
の

競
争
が
激
し
く
な
る
中
、

建
設
山
口
で
は
会
員
登

録
を
進
め
る
た
め
、
必

要
な
義
務
講
習
会
等
の

開
催
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
は
、
リ

フ
ォ
ー
ム
市
場
の
拡
大

の
中
で
消
費
者
、
生
活

者
視
点
に
た
っ
た
安
心

し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行

う
こ
と
の
で
き
る
環
境

整
備
が
急
務
と
し
、
昨

別
交
流
を
行
い
、
２
日
目

は
全
体
集
会
の
後
、
建
設

山
口
組
合
員
の
海
老
﨑
棟

梁
の
説
明
の
も
と
、
錦
帯

橋
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

支
部
厳
選
の
特
産
品
）
38

人
、
６
月
28
日
の
定
期
大

会
で
50
周
年
記
念
賞
（
商

品
券
）
12
人
、
７
月
２
日

の
執
行
委
員
会
で
Ｗ
チ
ャ

ン
ス
賞
（
ク
オ
カ
ー
ド
）

50
人
の
抽
選
を
行
い
ま
し

た
。
次
号
で
当
選
者
と
喜

び
の
声
を
掲
載
し
ま
す
。

口
青
年
部
”
の
ロ
ゴ
入
り

の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
新
調
す

る
な
ど
、
引
き
受
け
と
し

て
立
派
な
運
営
が
で
き
る

よ
う
に
、
事
前
に
幹
事
会

で
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

最
後
の
閉
会
式
で
も
盛
り

上
が
り
、
充
実
し
た
交
流

集
会
と
な
り
ま
し
た
。

このハガキが補助金の力に

６県連・組合から 52 人が参加

雨の中、全国の仲間と
団結を誓い合う

思わずガッツポーズ

参加者に説明する海老﨑さん（右上）

山
口
で
交
流
集
会

若
い
力
で
組
織
拡
大
を

青 年 部

ら
し
い
人
生
に
す
る
た
め

に
」
と
題
し
た
講
演
を
受

け
、
御
自
身
の
現
在
の
仕

事
に
就
か
れ
る
ま
で
の

様
々
な
業
種
の
体
験
や
、

人
生
観
を
交
え
て
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
次
世
代
対

策
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
分
散
会
を
実
施
。
青
年

部
を
卒
業
し
た
後
の
受
け

き
な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
全
体
会
議

で
分
散
会
の
意
見
集
約
を

行
っ
た
あ
と
、
会
場
を
移

し
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

開
催
。
特
賞
の
イ
ン
パ
ク

ト
ド
ラ
イ
バ
ー
を
目
指
し

て
ゲ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し

東京・日比谷で決起大会

　
「
全
建
総
連
７
・
８
賃

金
・
単
価
引
き
上
げ
、
予

算
要
求
中
央
総
決
起
大

会
」
が
７
月
８
日
、
東
京・

日
比
谷
大
音
楽
堂
を
主
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
49
県
連
・
組
合
か

ら
４
４
２
１
人
が
参
加
。

建
設
山
口
か
ら
は
、
吉
村

執
行
委
員
長
を
は
じ
め
、

代
表
24
人
が
参
加
。

　

午
前
中
は
、
地
元
国
会

議
員
要
請
行
動
を
行
い
、

直
接
、
要
請
書
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

集
会
は
午
後
12
時
半
か

ら
始
ま
り
、
三
浦
中
央
執

行
委
員
長
が
主
催
者
あ
い

さ
つ
。
各
省
庁
に
向
か
う

代
表
団
が
決
意
表
明
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
勝

野
書
記
長
か
ら
情
勢
報
告

を
受
け
、
決
議
案
を
大
き

な
拍
手
で
採
択
し
、
雨
の

中
、全
国
の
仲
間
と
東
京
駅

ま
で
行
進
を
行
い
ま
し
た
。 　

全
国
に
あ
る
全
建
総
連

傘
下
の
訓
練
校
の
生
徒
な

ど
が
交
流
を
深
め
る
、
第

43
回
全
国
職
業
訓
練
生
及

び
講
師
・
実
務
担
当
者
交

流
集
会
が
６
月
４
～
５
日

に
岩
国
市
の
「
岩
国
国
際

観
光
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
18
県
連
・
組

合
、
20
訓
練

校
か
ら
訓
練

生
50
人
、
引

率
者
な
ど
62

人
の
合
計

１
１
２
人
で
、

建
設
山
口
か

ら
は
、
山
本

執
行
委
員
長
、

訓
練
校
の
山

こ
の
夏
も
全
支
部
で
組

織
人
員
の
２
倍
を
目
標

に
取
り
組
み
、
全
支
部

で
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
厚
生
労
働
省

の
保
険
局
長
、
医
療
保

険
担
当
審
議
官
、
国
民

健
康
保
険
課
長
、
国
民

健
康
保
険
課
長
補
佐
の

４
名
へ
の
要
請
行
動
と

な
り
ま
し
た
。

　

御
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
組
合
員
及
び
家
族

の
皆
様
、
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全支部目標達成

大手リフォーム事業者に対抗

全 リ 協

皿
が
組
合
に

無
い
と
い
う

悩
み
や
、
青

年
部
が
組
合

の
後
継
者
で

あ
る
こ
と
を

自
覚
し
、
私

た
ち
が
組
織

拡
大
を
積
極

的
に
行
う
べ

ハガキ要請行動

職訓・実務
交 流 集 会

全
国
か
ら
集
結

　
錦
帯
橋
見
学
も

50
周
年
記
念
大
抽
選
会

次
号
に
当
選
者
を
掲
載
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い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

厚
生
労
働
省
は
建
設
現
場

の
足
場
か
ら
の
墜
落
事
故

防
止
措
置
を
強
化
す
る
目

的
で
、
３
月
５
日
、
労
働

安
全
衛
生
規
則
を
一
部
改

　

１
９
９
０
年
8
月
、
私

た
ち
家
族
と
親
父
を
含
め

た
４
人
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、

中
房
温
泉
登
山
口
で
登
山

靴
に
履
き
替
え
、
今
か
ら

　

建
設
業
の
労
働
災
害
を

原
因
別
で
見
て
み
る
と
、

墜
落
・
転
落
災
害
が
第
１

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
足

場
か
ら
の
墜
落
事
故
は
減

少
傾
向
で
し
た
が
、
近
年
、

再
び
増
加
傾
向
と
な
っ
て

正
。
７
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

墜
落
防
止
措
置
等
の
対

象
を
、
現
行
の
高
さ
５
ｍ

以
上
か
ら
２
ｍ
以
上
の
構

造
の
足
場
に
拡
大
し
た
上

で
、
安
全
帯
を
完
全
に
取

支部 平成 27年６月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 84 − 4
阿　武 23 − 7
岩　国 1,590 13
宇　部 1,603 13
小野田 545 9
吉　南 920 − 5
下　松 865 43
熊毛南 264 2
下　関 1,324 − 11
徳　山 731 12
豊　浦 170 6
長　門 203 − 4
萩 189 4
光 238 3
防　府 846 − 3
見　島 3 0
美　祢 180 0
山　口 1,016 8
柳　井 395 4
計 11,189人 83

だ
。
私
と
妻
だ
け
燕
岳
に

登
り
、
コ
マ
サ
ク
の
花
畑

に
高
山
を
満
喫
。

　

２
日
目
は
、
い
わ
ゆ
る

「
表
銀
座
」
と
呼
ば
れ
る

尾
根
縦
走
。
百
花
繚
乱
の

高
山
植
物
や
ラ
イ
チ
ョ
ウ
、

イ
ワ
ヒ
バ
リ
達
に
迎
え
ら

れ
気
持
ち
良
く
歩
く
。
今

始
ま
る
合
戦
尾
根
、
燕
山

荘
小
屋
ま
で
標
高
差

１
２
０
０
ｍ
の
挑
戦
に
気

合
い
が
入
る
。

　

早
朝
に
到
着
し
、
夜
行

列
車
の
疲
れ
が
残
る
親
父

は
、
３
０
０
０
ｍ
級
の
山

は
初
め
て
だ
が
大
丈
夫

か
？
地
元
の
山
々
で
鍛
え

た
親
父
の
ペ
ー
ス
に
合
わ

せ
て
歩
け
ば
、
何
と
か
夏

山
北
ア
ル
プ
ス
を
楽
し
め

る
だ
ろ
う
・
・
。
５
時
間

か
け
て
今
晩
の
宿
に
着
い

た
。
娘
と
親
父
は
高
度
順

化
に
慣
れ
ず
、
軽
い
高
山

病
の
症
状
で
横
に
な
り
、

も
う
動
き
た
く
な
い
様
子

２年間の訓練がはじまる

日
の
縦
走
の
核
心
部
、
西

岳
を
下
り
「
東
鎌
尾
根
」

に
さ
し
か
か
る
頃
か
ら
ガ

ス
が
出
て
く
る
。
周
囲
の

峰
々
は
ガ
ス
に
消
え
目
指

す
「
槍
ヶ
岳
」
は
隠
れ
た
。

　

霧
は
ど
ん
ど
ん
深
く
な

り
視
界
20
ｍ
の
厳
し
い
岩

場
歩
き
に
親
父
は
、「
太
平

久光　義秋（光・大工 65）

親父と登った
　槍ヶ岳

り
付
け
る
設
備
の
設
置
と

安
全
帯
の
使
用
を
義
務
化

し
、
足
場
の
組
立
て
等
の

作
業
に
就
く
労
働
者
に
特

別
教
育
の
受
講
を
義
務
付

け
ま
し
た
。
そ
の
他
、
詳

細
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

洋
戦
争
の
時
よ
り
恐
ろ
し

い
思
い
じ
ゃ
、
道
を
迷
い

地
獄
に
行
き
よ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
？
」
と
妻
に
何
度

も
問
い
か
け
た
よ
う
だ
。

　

途
中
、
東
京
か
ら
来
ら

れ
た
ご
夫
妻
も
同
行
し
６

人
と
な
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー

は
、
ガ
ス
で
ホ
ワ
イ
ト
ア

ウ
ト
気
味
の
岩
場
を
ハ
シ

ゴ
や
鎖
場
は
ザ
イ
ル
で
確

保
し
な
が
ら
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
で
乗
り
切
り
、「
大

槍
ヒ
ュ
ッ
テ
」
目
指
し
て

歩
き
続
け
る
。
歩
き
始
め

て
９
時
間
30
分
、
や
っ
と

今
晩
の
山
小
屋
に
つ
い
た

の
が
午
後
４
時
。
山
小
屋

の
北
側
真
上
に
見
え
る
槍

の
穂
先
は
深
い
ガ
ス
に
覆

わ
れ
、
明
朝
の
楽
し
み
と

な
っ
た
。

　

建
設
山
口
の
中
に
あ
る

３
団
体
（
中
建
国
保
組
合

山
口
県
支
部
・
一
般
社
団

法
人
山
口
県
住
宅
建
設
協

会
・
山
口
県
建
設
職
業
訓

練
協
会
）
の
総
会
を
５
月

15
日
、
建
設
山
口
本
部
会

館
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
事
業
報

告
・
決
算
報
告
の
後
、
新

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

が
全
会
一
致
で
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
時
の
資
料

は
組
合
の
定
期
大
会
に
も

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
計
画
に
沿
っ

て
運
営
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

H27 年６月末
建設山口の組合員数

新たに7人が入校

8年ぶりの2学年同時開校

11,189人

　

建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
、
平
成
27
年
６
月
末
現

在
、
１
万
１
１
８
９
人
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
27
年

度
に
入
り
、
３
カ
月
連
続

２
ヵ
月
の
入
院
も

妻
と
中
建
国
保
に
感
謝

下
松　

若
狭　

勲

（
配　

管
）

　

去
年
は
２
ヶ
月
あ
ま
り

の
入
院
生
活
を
送
り
ま
し

た
。

　

で
す
が
、
中
建
国
保
の

お
か
げ
で
、
安
心
し
て
病

気
と
た
た
か
え
ま
し
た
。

妻
と
中
建
国
保
に
感
謝
で

す
。

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

建
設
職
人
の
仕
事
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
組
合

で
は
様
々
な
制
度
や
政
策

の
実
現
に
向
け
、
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

組
織
人
数
が
大
き
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
そ
の
声
は

大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　

現
場
等
で
様
々
な
職
種

の
建
設
業
で
働
く
方
に
会

わ
れ
た
時
、「
建
設
山
口

（
組
合
）
に
入
っ
て
い
ま

す
か
」
と
声
を
か
け
て
み

子
育
て
は
若
い
う
ち
に

　
　

宇
部　

吉
村　

一
博

（
大　

工
）

　

晩
婚
で
し
か
も
子
宝
が

遅
く
、
現
在
、
小
学
校
一

年
生
と
４
歳
の
保
育
園
児

と
賑
や
か
な
生
活
で
す
。

　

子
育
て
は
若
い
う
ち
に
。

つ
く
づ
く
そ
う
思
い
ま
す
。

肺
炎
球
菌
予
防
接
種

補
助
金
あ
り
が
た
い

　

吉
南　

浅
川　

れ
い
子

　
　
　
　
　
　
（
主　

婦
）

　

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に

主
人
が
行
き
ま
し
た
。
も

う
そ
の
年
齢
に
な
っ
た
の

か
と
。
補
助
金
が
あ
る
の

は
、あ
り
が
た
い
事
で
す
。

て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
声
を
か
け
て
い

た
だ
い
た
方
が
、
組
合
に

入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な

け
れ
ば
、
組
合
へ
の
加
入

を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

　

組
合
の
魅
力
を
正
確
に

伝
え
、
一
人
で
も
多
く
の

仲
間
を
組
合
に
迎
え
入
れ

ま
し
ょ
う
。数
は
力
で
す
。

み
な
さ
ん
の
組
織
拡
大
に

向
け
た
御
協
力
を
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

３
ヶ
月
連
続
増
加
中 

現
場
で
声
か
け
を

足場の墜落防止対策を強化

　

組
合
が
運
営
す
る
山
口

建
設
高
等
職
業
訓
練
校

（
木
造
建
築
科
）
は
、
平

成
27
年
度
の
入
校
式
を
４

月
30
日
に
建
設
山
口
本
部

会
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
15
人
に
続

き
、
今
年
度
は
７
人
の
生

徒
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
２
学
年
同
時
開

校
は
、
実
に
８
年
ぶ
り
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
指
導
員

会
議
も
行
わ
れ
、
２
年
間

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び

担
当
も
確
認
。
指
導
員
の

先
生
方
も
後
継
者
育
成
に

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

　

新
１
年
生

は
、
こ
こ
ま

で
７
人
全
員

が
欠
席
も
な

く
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
２

年
間
、
先
生

と
力
を
合
わ

せ
技
術
・
技

能
の
習
得
に

励
ん
で
い
き

ま
す
。

　

４
月
26
日
、
青
年
部
は

14
支
部
29
人
の
参
加
の
も

と
、
第
46
回
定
期
大
会
を

開
催
し
、
平
成
27
年
度
の

運
動
方
針
と
要
求
予
算
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
青
年

部
長
に
岩
国
支
部
の
田
中

満
男
さ
ん
を
選
出
。
新
青

年
部
長
の
も
と
、
今
年
度

も
未
加
入
の
青
年
層
へ
加

入
の
働
き
掛
け
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

５
月
12
日
、
第
36
回
主

婦
の
会
総
会
を
12
支
部
39

人
が
参
加
し
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

基
本
組
合
へ
の
協
力
を

積
極
的
に
行
い
、
主
婦
の

会
も
建
設
山
口
結
成
50
周

年
に
向
け
、
活
動
の
強
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、役
員
改
選
で
は
、

会
長
に
宇
部
支
部
の
長
谷

美
枝
子
さ
ん
を
選
出
し
ま

し
た
。

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
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_
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_
_
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_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
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________________________________________________

7月1日施行  特別教育が義務化に

改正点の概要
①足場の組立て等の作業に係る業務の特別教育の追加
　　　※必要な経過措置を定める
②足場の作業床に係る墜落防止措置の充実
　　　※イラスト参照
③足場の組立て等の作業に係る墜落防止措置の充実
　　　※イラスト参照
④鋼管足場に係る規定の見直し
⑤注文者の点検業務の充実

①

３
団
体
総
会
を
実
施

青
年
部
定
期
大
会

主
婦
の
会
総
会

山口建設高等職業訓練校

槍
ヶ
岳
を
背
景
に

②足場における高さ２ｍ以上の作業場所に設けられる作業床
　の要件が変更になり、現行の要件に加えて、床材と建地と
　の隙間は12ｃｍ未満とする。

＜現行＞

＜現行＞

＜改正後＞

＜改正後＞

③足場材の緊結等の作業を行う時は、下記の通り変更する。
　幅40ｃｍの作業床を設ける。（作業床を設けることが困難な
　時は除く）
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やま
ぐち

10人にクオカード

園
に
隣
接
す
る
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
は
、
和
室・

　【
宇
部
・
藤
田
博
文
（
配

管
・
55
）】
名
勝
と
き
わ
公

笑
顔
は

　  

魔
法

洋
室
・
和
洋
室
を
備
え
た

ホ
テ
ル
を
は
じ
め
、
婚
礼
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
（
フ
ッ
ト

サ
ル
場
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
、

体
育
館
、
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー

ル
）、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
各
種
機
能
を
兼
ね

備
え
る
複
合
リ
ゾ
ー
ト
施

設
で
す
。

　

と
き
わ
湖
、
宇
部
市
街

を
見
下
ろ
す
眺
め
の
良
い

景
色
を
満
喫
し
な
が
ら
の

森
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
（
バ
ー
ベ

田村さん

キ
ュ
ー
）
も
大
人
気
で
す
。

　

夏
休
み
限
定
・
Ｂ
Ｂ
Ｑ

付
き
、
プ
ー
ル
利
用
と
大

浴
場
入
浴
も
で
き
る
、
子

ど
も
会
日
帰
り
パ
ッ
ク
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も

色
々
な
プ
ラ
ン
が
あ
り
、

楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
保
養
施

設
で
す
。

　

昨
年
の
10
月
か
ら
、
中

建
国
保
の
被
保
険
者
の
方

が
３
千
円
を
年
度
内
１
回

補
助
の
申
請
が
で
き
る

（
宿
泊
し
た
場
合
の
み
）、

対
象
施
設
に
も
な
り
ま
し

た
。

　

是
非
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ

Ｎ
Ｄ
へ
お
い
で
ま
せ
。

夏休みはここのプールで決まり

　我が家は、妻と娘３人の
５人家族だ。
　毎日、仕事や育児など忙し
く、時間もなくいつの間にかイラ
イラしていた。
　ある時、家のトイレに入ってふっと
思った。我が家に足りないものは、時
間それともお金？何か違うような気が
した。その時ふっといつも笑っている
子供達の笑顔が頭の中に浮かんだ。
　そうだ。我が家に足りないものは笑
いだ。会話でもテレビを見ても笑い声
が少ないように感じた。

　今からもっと笑い声の絶
えない家庭を作っていこう

と決めた。そうすると、イライ
ラも少なくなり、心にゆとりさえ

できるようになった。笑顔は、心のビ
タミン剤などと言う人もいるが、正に
その通りだった。
　これからも笑顔の絶えない家庭、も
ちろん職場でも笑顔で明るい職場を
心掛けていきたい。

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変

え
て
く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
７
月
の
第
３
日
曜
日

は
、
○
○
の
日
。

③
那
覇
市
の
あ
る
県
は
？

⑥
草
履
に
は
足
袋
、
靴
に

は
？

⑧
肉
を
取
っ
た
あ
と
の

鶏
の
骨
。

⑨
い
く
じ
の
な
い
弱
気

な
人
。

⑪
焼
き
鳥
の
肝
臓
。
貧
血

の
方
に
お
す
す
め
。

⑬
苗
字
と
名
前
。
姓
名
。

⑮
写
真
用
フ
ラ
ッ
シ
ュ

の
一
種
。

⑰
ヤ
リ
な
ど
を
防
ぐ
た

め
の
板
。

⑱
予
期
し
な
い
こ
と
が

起
こ
る
こ
と
。
不
意
に
。

⑳
会
社
の
内
部
で
使
う

電
話
線
。

�
熱
い
男
。
感
動
し
や
す

く
熱
烈
な
意
気
と
情

熱
を
持
っ
た
男
子
。

「
熱
血
○
○
」。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
ハ
ワ
イ
の
小
型
の
四

弦
楽
器
。

②
草
花
や
樹
木
が
分
泌

す
る
甘
い
汁
。

③
カ
ナ
ダ
の
首
都
は
？

④
色
目
。「
○
○
○
○
を

使
う
」。

⑤
お
ぼ
れ
る
者
が
つ
か

む
も
の
。

⑦
野
球
の
遊
撃
手
。
守
備

番
号
は
６
。

⑩
衣
類
や
書
籍
を
干
し

て
カ
ビ
を
防
止
。

⑫
バ
ス
の
乗
客
が
乗
り

降
り
す
る
。

⑭
百
聞
は
○
○
○
○
に

し
か
ず
。

⑯
彫
刻
「
考
え
る
人
」
の

作
者
は
？

⑰
ボ
タ
モ
チ
が
落
ち
て

く
る
。

⑲
玄
米
を
つ
く
と
出
る
粉
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書

い
て
９
月
11
日
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
「
や
ま

ぐ
ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
10
人
の
方

に
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し

上
げ
ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の

こ
と
な
ど
短
い
文
章
を

書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー

ド
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き

る
だ
け
紙
面
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

◇
267
号
解
答
◇

　

ソ
シ
キ
カ
ク
ダ
イ

〈
当
選
者
〉【
宇
部
】
津
田

守
正
・
豊
島
孝
幸
【
吉
南
】

田
中
悟
【
下
関
】
中
司
み

や
子
・
西
田
正
志
【
徳
山
】

吉
澤
晶
代
・
高
田
剛
史

【
萩
】
蒔
田
浩
治
【
防
府
】

吉
田
亜
衣
子
【
山
口
】
坪

井
久
子

（
応
募
総
数
46
）

COCOLAND
山口・宇部

宇部市（ときわ湖畔）上宇部 75
TEL 0836−33−6116

楽
し
さ
あ
ふ
れ
る

保
養
施
設


